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LINE Facebook

Instagram TikTok

各種 SNSやホームページでも情報発信中！

https://www.town.kiyama.lg.jp/

基山町ホームページ

フォローや友達登録
お待ちしています♪

録

無料のアプリ「マチイロ」なら
他自治体の広報紙も購読可能！
実家や勤務先の情報収集にも。 App Store

iPhone・iPad

Google Play

Android

広報きやま 電子書籍版
ご利用ください

利用登録や専用アプリのダウンロードなしで、
ブラウザ上で購読！URLで共有も可能です。

今月の納付・納税期限

7月31日（水）
納期限

便利な口座振替もご利用ください！詳しくは 税務課 ☎ 92-7918まで

固定資産税【2期】
国民健康保険税【2期】
保育料【7月分】
住宅使用料【7月分】
下水道受益者負担金【1期】
後期高齢者医療保険料【1期】

5 月25日（土）、瀧光徳寺周辺にて

「きものdeきやま !～きやまで日

本文化を味わおう～」が開催され

ました。11名の参加者が、美しい

新緑とともに素敵なひと時を過ごし

ました。

表紙の話題

Gender Equality & Diversity
男女共同参画通信男女共同参画通信男女共同参画通信

　避難所生活において、男性と女性では災害から受ける影響や支援ニーズが異なるため、誰もが災害対応における
「男女共同参画の視点」を持つことが重要です。
　地域には、多様な人たちが住んでおり、さまざまな理由で配慮を必要とする人がいます。日頃から多様な視点を
取り入れて、男女が互いに支え合う地域づくりに努めましょう。
◆性別や年齢で役割を決めない
　東日本大震災の避難所では、炊き出しを女性だけが担い、疲れ切ってしまうケースがありました。日頃から食事
の準備や後片付け、清掃などの役割が性別や年齢で偏らないよう配慮しましょう。
　基山町では、避難所運営マニュアルの作成に際し、女性の意見を聞くための意見交換会を開催し、女性の目線
を入れて作成しました。また避難所を開設した際は、避難所に配置する職員の半数程度は女性を配置しています。

男女共同参画の視点
　　　　　　から考える防災

問まちづくり課　協働推進係　☎ 92-7935


